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診療科紹介

　

那
須
赤
十
字
病
院
の
整
形
外
科
の
常
勤
医
は

７
名
で
す
。「
日
赤
は
担
当
医
が
す
ぐ
に
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」と
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、全
員
が
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
の
派
遣

な
の
で
、転
勤
が
あ
っ
て
も
治
療
方
針
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

整
形
外
科
の
治
療
部
位
は
頭
と
顔
よ
り
下
の

胸
腹
部
・
骨
盤
の
内
蔵
以
外
の
全
て
で
す
。も
ち

ろ
ん
、内
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、形
成
外
科
、皮
膚
科
、

心
臓
血
管
外
科
、呼
吸
器
外
科
な
ど
の
治
療
対
象

と
な
る
病
態
で
は
そ
の
科
が
治
療
に
当
た
り
ま

す
。整
形
外
科
は
外
傷
だ
け
で
は
な
く
病
気
も
扱

い
ま
す
。上
半
身
で
は
首（
頸
）・
肩
・
上
腕
・
肘
・
前

腕
・
手
首
・
手
と
手
の
指
、下
半
身
で
は
腰
・
臀
部
・

骨
盤
・
股
関
節
・
太
も
も
・
膝
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・

足
首
・
踵
・
足
・
足
の
趾
の
痛
み
・
し
び
れ
・
腫
脹
・

動
か
し
に
く
さ
・
知
覚
の
鈍
麻
や
過
敏
が
治
療
対

象
で
、そ
の
他
に
は
上
下
肢
の
変
形
や
背
骨
の
曲

が
り
・
ズ
レ
な
ど
も
あ
り
、多
種
多
彩
な
疾
患
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

内
科
や
外
科
が
、呼
吸
器
・
循
環
器
・
消
化
器
・

脳
神
経
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う

に
整
形
外
科
も
い
く
つ
か
の
専
門
領
域
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。肩
・
肘
・
手
を
対
象
と
す
る
上
肢

班
、股
関
節
・
膝
関
節
・
足
を
対
象
と
す
る
下
肢
関

節
班
、腫
瘍
班
、頸
椎
・
胸
椎
・
腰
椎
・
仙
椎
・
尾
骨

を
対
象
と
す
る
脊
椎
班
で
す
。当
院
は
各
領
域
の

患
者
さ
ん
が
多
い
た
め
、常
に
上
肢
班
・
下
肢
関

節
班
・
脊
椎
班
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー（
指
導
的

立
場
の
医
師
）が
揃
う
よ
う
に
大
学
と
折
衝
を
重

ね
て
い
ま
す
。腫
瘍
班
の
医
師
は
本
学
と
言
え
ど

も
少
数
で
あ
る
た
め
、悪
性
の
場
合
に
は
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
や
大
学
病
院
を
ご
紹
介
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

三
次
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
病
院
で
予

定
手
術
以
外
に
も
緊
急
手
術
も
数
多
く
扱
っ
て

い
ま
す
が
、手
術
だ
け
が
重
要
な
治
療
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、ク
ス
リ
の
治
療
も
神
経
ブ

ロ
ッ
ク
も
時
間
の
許
す
限
り
行
っ
て
い
ま
す
。長

期
の
入
院
が
で
き
な
い
、予
約
し
て
い
て
も
外
来

の
待
ち
時
間
が
長
い
、安
定
期
に
入
る
と
か
か
り

つ
け
医
を
紹
介
さ
れ
る
、な
ど
様
々
な
苦
言
も
呈

さ
れ
ま
す
が
し
っ
か
り
と
し
た
診
療
を
行
え
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

第
一
整
形
外
科
部
長　

吉
田　

祐
文

整
形
外
科
に
つ
い
て

後列左から　福田医師、大木部長、梅澤医師、瀬戸医師、菊池医師
前列左から　吉田部長、西田医師

地域の皆様の健康を
サポートします！
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先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

診療所の先生方はみなさんの健康を支えてくれる
心強いパートナー。こちらのコーナーでは日々当院と
連携いただいている診療所の先生を紹介していきます。
今回は「磯医院」をご紹介します。

磯医院
対象疾患　内科、外科、小児科、消化器科
得意分野　内科、消化器科

登録医紹介

磯 政裕院長

磯医院

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、各
種
検
査
結
果
や

入
院
デ
ー
タ
、診
療
内
容
を
参
照
で
き
る
シ
ス
テ

ム
は
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。当
院
自

前
の
設
備
お
よ
び「
と
ち
ま
る
ネ
ッ
ト
」シ
ス
テ
ム

を
最
大
限
に
駆
使
し
て
患
者
さ
ん
の
病
状
を
正
確

に
把
握
し
、通
院
お
よ
び
往
診
で
対
応
出
来
る
か

入
院
治
療
が
必
要
か
を
的
確
に
判
断
し
て
、受
診

者
や
家
族
の
同
意
を
得
た
最
良
の
治
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、常
々
考
え
日
々
努
め
て
い
ま
す
。日
常

診
療
に
お
い
て
那
須
赤
十
字
病
院
と
は
特
に
連
携

が
強
く
、緊
急
入
院
や
専
門
的
な
診
察
お
よ
び
治

療
が
必
要
な
際
に
は
い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
体

制
が
整
っ
て
い
る
た
め
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
手
が
離
れ
た
た
め
、時
間
の
で
き
た
休

日
に
家
内
と
寺
社
巡
り
を
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
。連
休
に
は
遠
出
も
し
て
お
り
、昨
年
の
お
盆

休
み
に「
出
雲
大
社
」に
出
か
け
た
際
に
御
朱
印

集
め
を
始
め
、も
う
既
に
御
朱
印
帳
は
４
冊
目
に

入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、那
須
郡
市
医
師
会
野
球
部（
那
須
野
ア
ー

チ
ャ
ー
ズ
）に
所
属
し
て
お
り
、毎
週
金
曜
日
の
夜

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。（
キ
ャ
プ
テ
ン
は
那
須
赤

十
字
病
院
小
児
科
の
新
田
医
師
で
す
。）県
内
に
医

師
会
野
球
部
は
４
チ
ー
ム
あ
り
ま
す
が
、過
去
11

回
中
７
回
優
勝
・
４
回
準
優
勝
し
て
い
ま
す
。県
外

の
水
戸
医
師
会
と
も
先
日
交
流
戦
を
行
い
、試
合

後
は
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

「
過
疎
の
田
舎
を
医
療
過
疎
に
し
な
い
。田
舎
の

開
業
医
で
も
最
新
の
医
療
を
提
供
す
る
。」

こ
れ
が
私
の
信
念
で
あ
り
目
標
で
す
。

　

当
院
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
診
療
所
で
、私
は

11
代
目
に
な
り
ま
す
。外
来
診
療
の
ほ
か
、高
齢
や

脳
血
管
障
害
後
遺
症
な
ど
寝
た
き
り
で
通
院
困
難

な
患
者
さ
ん
や
悪
性
疾
患
の
終
末
期
な
ど
、在
宅

で
の
終
末
医
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
山
百
合
荘
」の
嘱
託
医
を

務
め
て
お
り
、入
所
者
に
対
し
週
２
回（
火
・
金
）の

回
診
と
ほ
ぼ
全
例
で
看
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。更

に
は
父
の
跡
を
継
ぎ
大
田
原
警
察
署
の
警
察
医
を

嘱
託
し
て
お
り
、旧
黒
羽
〜
旧
湯
津
上
地
区
の
変

死
体
の
検
視
業
務
に
協
力
し
て
い
ま
す
。日
曜
祝

祭
日・深
夜
を
問
わ
ず
の
対
応
は
大
変
で
す
が
、近

隣
の
開
業
医
仲
間
の
助
け
も
借
り
、今
後
も
体
力

の
続
く
限
り
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

磯
医
院
で
２
週
間
の
地
域
医
療
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
中
の
外
来
診
療
・
検
査
の
他
、普
段
病
院
で

は
触
れ
る
機
会
の
な
い
訪
問
診
療
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

の
回
診
、産

業
医
の
職
場

巡
視
や
健
康

相
談
、自
治

体
の
３
歳
児

検
診
等
を
経

験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。地
域
の

方
々
と
直
接

関
わ
る
と
同

時
に
、２
次
・

３
次
医
療
機
関
と
の
関
わ
り
も
非
常
に
密
で
あ

り
、地
域
医
療
に
お
け
る
連
携
の
重
要
性
を
肌
で

感
じ
る
２
週
間
と
な
り
ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ

た
磯
先
生
を
は
じ
め
磯
医
院
の
皆
様
、各
施
設
の

皆
様
に
、こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。  （
那
須
赤
十
字
病
院 

研
修
医 

小
﨑
真
希
）

当
院
と
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
ど
の
様
な
こ
と
で
す
か
？

最
後
に
地
域
の
方
々
、

　
　
　
　

患
者
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

毎
日
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、休
日
は
ど
う

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

●院長
　磯　政裕（いそ　まさひろ）
●住所
　大田原市黒羽向町８
●電話
　０２８７－５４－００２０
●診療科目
　内科、外科、小児科、消化器科
●休診日
　日曜日・祝日・土曜日午後
　第２･４水曜日、第１・３・５水曜日午後

基本情報

テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク

　
　
　
　

那
須
赤
十
字
病
院
研
修
医
の
一
言

磯医院の皆様と小﨑研修医（前列右側）
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看護師紹介

　

私
の
役
割
は
、救
急
外
来
を
受
診
す
る
子
ど
も
の

症
状
を
判
断
し
具
合
の
悪
い
子
ど
も
が
長
時
間
待
つ

こ
と
が
な
い
よ
う
調
整
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
や
救
命
救

急
処
置
、育
児
指
導
、虐
待
の
早
期
発
見
・
予
防
を
行

う
こ
と
で
す
。

　

小
児
救
急
医
療
で「
救
急
外
来
の
コ
ン
ビ
ニ
化
」が

話
題
と
さ
れ
た
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
背

景
に
は
、共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
保
護
者
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、何
も
考
え
ず
に
夜
間
、受
診
し
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。核
家
族
化
が
進
み
、相
談
す
る
人
が
い

な
く
育
児
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
頼
り
な
が
ら
育

児
を
行
い
、子
ど
も
の
病
状
に
戸
惑
い
、悩
み
な
が
ら

受
診
の
決
定
を
し
て
い
る
保
護
者
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。私
自
身
、子
ど
も
が
突
然
熱
を
出
し
、ど
う
し
た

ら
い
い
か
と
困
っ
て
い
る
時「
大
丈
夫
」と
母
の
一
言

で
救
わ
れ
た
時
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。保
護
者
が

困
っ
た
時
に
、安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
、適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、家
族
の
抱
え
る
不
安
を

軽
減
で
き
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
小
児
」は
、生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
生
児
か
ら
中

学
校
の
思
春
期
ま
で
、成
長
・
発
達
が
最
も
著
し
く
、

思
考
や
感
情
を
育
む
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、採
血
や
検
査
な

ど
の
処
置
は
恐
怖
で
あ
り
、嫌
な
思
い
と
し
て
記
憶

に
残
り
ま
す
。そ
の
た
め
、嫌
な
場
所
と
思
う
の
で
は

な
く「
が
ん
ば
れ
る
場
所
」と
思
え
る
よ
う
に
発
達
段

階
を
考
慮
し
処
置
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。説
明

を
受
け
た
子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
に
理
解
し
、「
や
り

た
く
な
い
」「
で
も
や
ら
な
く
ち
ゃ
」と
心
で
葛
藤
し

処
置
を
受
け
て
い
ま
す
。「
が
ん
ば
る
力
」を
引
き
出

し
、小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
時
を
支
え
る
関
わ

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。大
人
に
と
っ
て
、な
ん
て

こ
と
な
い
一
場
面
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、子
ど

も
に
と
っ
て
困
難
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
、自

己
肯
定
感
を
高
め
る
大
切
な
成
長
過
程
で
あ
る
た

め
、丁
寧
に
携
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
潜
在

能
力
」は
素
晴
ら
し

く
、い
つ
も
私
達
に

元
気
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。そ
ん

な
子
ど
も
達
と
子
育

て
を
す
る
保
護
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
支
援
で
き
る
よ
う

日
々
研
鑽
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
児
救
急
看
護
認
定
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　

野
澤
美
枝
子

子
ど
も
と
家
族
に
寄
り
添
う
看
護

子
ど
も
の
心
を
育
む

4階東小児病棟のスタッフたち
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1．もし、家でひとりきりの時に大地震が来たら、あなたならどうしますか？
　「え～と、まず、机の下に逃げて、火を消して、それから…。」という感じで、自分の身を守り、自分の周囲からできる
ことをして、防災グッズや当座の食料とお金をもって、避難所に行くというのが一般的でしょうか。
　いざ発災となると、どんな人でも頭が真っ白になって、無我夢中でというのがふつうでしょう。そうした時に平時
から『アクションカード』を作っておけば安心ではないでしょうか？
　
2．『災害時アクションカード』ってな～に？
　災害時アクションカードとは、最近、病院や学校・行政など様々なところで作られている、災害が起きたときにどん
な人でも迅速な行動がとれるために作成されている行動マニュアルのことです。これは、地震などの災害が起きたと
きに、誰がどのような行動をすべきか具体的に書かれたものです。
　同じように、個人個人で作成する場合は、家から避難場所・避難所へ移動する間に行うべきことを具体的にイメー
ジすることです。例えば、①持ち出す物のリストは？②避難場所は？行き方は？③家族との連絡手段は？などなど。

　栃木県北地域は、東日本大震災で震度6強の地震に見舞われました。その時のことを忘れないためにも平時からの備
えが大切です。家族とよく話し合って『アクションカード』を作成してみてはいかがでしょうか。

災害拠点病院の責務を果たすため
那須赤十字病院は、災害拠点病院に指定されています。
　災害時に傷病者を受け入れられるよう、
非常用発電機や地上ヘリポート、ホール内
に医療配管を備えています。また、訓練や研
修を行い、職員が有事に対応できる体制を
整えています。

先日行われた研修会の様子（講師：第三救急集中治療部長 林堅二）

災害に備えて



　緩和ケア病棟では、毎年恒例の夏祭りが行われました。

　談話室でのウクレレ演奏・フラダンスの催し物の他、屋台に見立てた

風船つり、射的、かき氷、栄養課によるおやつが振る舞われ、病棟が賑わ

いました。

　地元大田原市で開催される与一まつりの流し踊りに、医師、看護師を

はじめ、総勢113人が参加しました。

　練習の甲斐あって、見事優秀賞をいただきました。

　「那須塩原音楽のまちを作る会」代表のクラリネット奏者高橋貞春さ

んと、ハープ奏者 高久美穂さんによる演奏会がマイタウンホールで開

催されました。患者さんと職員、延約150人がそのハーモニーに癒され

ました。

　大田原消防と合同で救急フェアが行われました。当院からは、

11名が参加。健康相談、血圧測定、風船配りを行いました。

車両の展示もあり、小さなお子さんを連れたお母さんから

お年寄りまで、多くの方が訪れました。

　院内託児所で、祖父母を招待したお祭りが開催され、約33名の祖父母

が集まりました。子供達はお神輿を担いで登場した後、祖父母と共に、

もぐらたたきや輪投げ、金魚に見立てた金魚すくいを楽しみました。

　保育士さんが手がける手作りの法被や小道具の完成度はお見事でし

た。手作りのチョコバナナなどもおいしくいただきました。

5

ミニニュース
マイタウン・マイホスピタル

ウクレレ演奏披露

与一まつり

左：高橋貞春さん、右：高久美穂さん

当院の看護師による血圧測定中。

お神輿わっしょい！！

夏祭りの雰囲気を満喫/8月6日（木）

8月 緩和ケア病棟 夏祭り

113人が流し踊りに参加/8月7日（金）

祖父母の会/9月19日（土）

9月 クラリネットとハープによるコンサート

与一まつり

名曲コンサート/9月3日（木）

那須赤十字病院 託児所「ポケット」

ヨークベニマル大田原店駐車場にて/9月6日（日）

救急フェア



小児科
安藤裕輔

6

ボランティア紹介

新任医師紹介

押し花を教える 小暮祐子さん、磯和子さん（左から） 作品を手に持つ 古森恵美子さん、小暮祐子さん（左から）

那須赤十字病院　ボランティア会
押し花体験（コスモスの会）

　コスモスの会は、毎月第二・第四水曜日の10時から15時まで当院２階もっとクロスルームにて、押し花体験を開
催しています。コスモスの会のメンバーは３名で、３名とも、「ふしぎな花倶楽部」の「押し花インストラクター」の資
格を持っています。押し花体験では、外来患者さんやそのご家族の待ち時間の間の気分転換や癒やしになればと、し
おり作りや押し花はがき作りを行っています。

押花の作品展を見て、作品のすばらしさに感動
し、押し花を始めました。

Q

A

Q

A

Q

A

旧大田原赤十字病院のときに、押し花の作品を額に
入れて展示したところ、患者さんから好評でした。
そのため、患者さんからの要望で、平成17年から
押し花体験を始めました。

押し花を始めたきっかけは何ですか。
色がきれいに押せるように、天気のよい時にお
花を取り、素早く押すことです。
また、花の色や形を観察して、きれいな作品にな
るように心掛けています。

Q

A

押し花作りで心掛けていることは何ですか。

花が咲いていたときに近い状態で残すことがで
き、末永く癒やされるところです。

Q

A

押し花の魅力はどんなところですか。

野原や自分の家で咲いた花をいつまでも飾るこ
とができますし、５分～10分でしおりや押し花は
がき、その他いろいろな作品が簡単に作れます。
お子さんから大人の方まで楽しめますので、心
よりお待ちしております。

Q

A

押し花に興味のある方に
一言お願いいたします。

「道の駅　那須与一の郷」で、コスモスの会で
作った作品を販売しています。

当院以外でどのような活動をしていますか。

いつ、どんなきっかけで当院の
ボランティアを始めましたか。

「わたしたちが皆さんの健康を
サポートします！」
10月から那須赤十字病院で働く先生を
紹介いたします。
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基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さまの立場を尊重し、患者さまに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

　木の葉が色づき始めました。
行楽シーズン到来です。美味し
いものを食べて元気になりま
しょう。

総務課　長山

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

編 集 後 記

　抽選で3名樣に「CroKuma救護服」「CroKumaナー
ス」「赤十字マグカップ」をプレゼントいたします。
　以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールにて
ご応募ください。

平成27年 11月 7日 ( 土 )　10：00～ 11：00
那須赤十字病院　会議室 1・2
 お薬のこと     アドバイザー：薬剤師　内藤　裕之
平成 27年 12月 5日 ( 土 )　10：00～ 11：00
那須赤十字病院　会議室 1・2
 お金のこと  アドバイザー：社会福祉士　野中　美希

 ※申込不要。直接お越しください。

平成 27年 11月 7日（土）
11：30～（開場 11：00）

那須赤十字病院 2階マイタウンホール
「がんにならない食事、
　　　　がんになってからの食事」
那須赤十字病院　血液内科部長　小林　洋行
「緩和ケアについて」
那須赤十字病院　緩和ケア認定看護師

立川奈津子
申込・問合せ：
那須赤十字病院　人事課（0287-23-9946）

本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください！

●応募先　
郵送/　〒324-8686　大田原市中田原1081-4
那須赤十字病院　総務課　プラタなす第11号　プレゼント係
FAX/　0287-23-3004
宛先「総務課 プラタなす第11号 プレゼント係」
メール/nrchp@nasu.jrc.or.jp
件名「プラタなす第11号 プレゼント係」
●応募締切り 2015年12月25日（金）
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

プレゼ
ント

がんのつどい

第15回メディカル講座

献血に行こう！

400㎖献血のご協力を
お願いします。

「血液を確実にお届けするために」
～あなたの善意が患者さんの尊い生命を救います～

日　時 ： 平成27年12月28日(月)10：00～16：00（12時前後から1時間程度休憩をとらせていただきます）
場　所 ： 那須赤十字病院 時間外入口付近（献血バス）
問合せ ： 那須赤十字病院 社会課 ☎0287-23-1122（代）

今回の表紙

那須赤十字病院緩和ケア講演会
平成 27年 11月 27日（金）18：00～ 20：00
那須赤十字病院 2階　マイタウンホール
緩和医療における臨床倫理の考え方
～現場の倫理的ジレンマを「個人の悩み」にしないために～
講　師：宮崎大学医学部　板井 孝壱郎 教授
対　象：医療従事者
申込先・問合せ：担当（入田）　0287-23-1122（代）

平成 27年台風 18号による大雨災害の被災地で

当院の職員も活動しました。

　栃木県栃木市に、医師 1名、看護師 2名、主事 1

名を派遣しました（9/11）。

　茨城県常総市には、水海道小学校の救護所での診

療のため救護班を1班（9/16～19）、日赤医療コー

ディネーターとして医師 1 名とスタッフ主事 1 名

（9/16 ～ 20）、疲労困憊している常総市役所職員

に対してのこころのケアのため看護師 1名（10/8

～ 10）を派遣しました。
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